
東南アジアの自然と農業研究会 第180回例会 

＜お問い合わせ先＞ 
小坂 ： 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科    

                         kosaka[at]asafas.kyoto-u.ac.jp 

柳澤 ： 京都大学地域研究統合情報センター                          

                         masa[at]cias.kyoto-u.ac.jp  

日 時 

 左官技術とは、土やセメントなど粉状の無機物素材を用いて空間を構築する技術
の総称であり、世界各地にその土地の気候や文化に応じた技術が育まれてきた。 

 日本の左官技術は建築の主構造が木造という条件の中で発展してきた経緯から、
東アジア各地の木造建築文化圏と基本的な技術は共有しつつも日本独特の技術
体系を持ち、特に表面のテクスチャーの意匠的多様性という点で他地域には見ら
れない特性を有している。一方、森林資源の乏しい他の地域では石やレンガなど鉱
物資源を主構造に用いた建築が主流であり、そうした地域では左官技術の意匠性
よりもむしろ堅牢性や蓄熱性など物性的な特性を生かした方面において特筆すべ
き技術的展開が見られる。 

森田 一弥 氏 
（森田一弥建築設計事務所代表・滋賀県立大学非常勤講師） 

京都大学総合研究2号館4階AA447 

場 所 

HERE! 

2017年4月14日（金） 
16:00～18:00 

 研究会では日本をはじめ世界各地の伝統
的建築物を左官技術の視点から比較しなが
ら紹介し、それを現代社会においてどのよう
な形で応用可能か、発表者の手がけた建築
作品を通して考察したい。 


